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■アンケート概要

　学園に期待することは、「学力の向
上」であることです。3つのC「アク
ションプラン」でも学力向上が中心
的な課題として盛り込まれています。
子ども達の学びの「伸び」をどのよう
な形で実現するのかを平成31年度
の教育課程編成で検討していただく
ように学園側にお願い致しました。

　部活動への要望が多いことで
す。中学部が学年２学級である
ため、部活動の数を増やすと、各
部の人数が少なくなってしまいま
す。また、大規模な中学校よりも
教員数が少なくなっており、指導
できる領域も制約されます。多く
の課題がありますが、部活動指
導員、兼部等を含め、部活動の
活性化を学園にも検討していた
だくようお話ししました。

　保護者の方が学校に対する要望や意見
を伝えやすい環境をつくっていくことです。
PTAや学校支援本部等と協力しながら、
来年度の熟議等でそうした話し合いの場
を設定できるよう準備していきます。

　学校運営協議会の多くの委員は学校支
援本部の仕事も行っており、学園に頻繁に
出入りしています。顔写真も学園廊下に掲
示されています。どうぞ気軽にお声がけく
ださい。委員は特別な公務員として秘密を
守る義務を持っています。

　CSや学校運営協議会についての理解を
深めることです。CSを知っている保護者の
方の割合は35％ほどでした。CSと学校運営
協議会、あるいは学校支援本部の関係につ
いて、今後とも丁寧に説明していきます。

　学校運営協議会の4つの役割について
は、この３年間で着実に浸透してきています
が、10ポイント以上上昇した役割がある反面
数ポイントの上昇にとどまっている役割もあ
る状況です。
　これからも、いろいろな機会に４つの役割
とその意味についてお知らせして参ります。
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「学校運営協議会」の4つの項目に関する役割について

学園の重点とする取組
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学校支援本部の重点とする取組

地域「地協推」の重点とする取組
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杉並和泉学園　３つのCの実現に向けた

アクションプラン
　学校運営協議会は、昨年度に引き続き、12月に保護者の皆さんを対象にアンケートを実施しました。
ご回答ありがとうございました。学園の教育活動をより良くするために、保護者の皆様の以下のような
意見を学園側に伝え、協議致しました。

アンケート結果について学園と協議しました
調査対象：杉並和泉学園全学年
調査期間：12月3日～10日
配布：770件
回収：656件
回収率85.2％

❶9年間を通したキャリア教育にかかわる
取組の充実

❷文化的行事等の充実と、オリンピック・
パラリンピック教育の推進

❸ICTを活用した、学びを深める授業改善

❶小･中学部間の交流活動の精選･拡充と
特別支援教育の充実
❷小･中学部の連続した英語教育の充実、
地域人材とのかかわりによる教育活動の推進

❸「特別の教科 道徳」の実施と、いじめ防止
の取組の充実

❶習熟度別少人数指導の拡充
❷小学部での一部教科担任制の充実、定期考
査の試行
❸ICT機器を積極的かつ効果的に活用する
授業の推進

❶自己肯定感を高め、夢の実現を目指す教育
❷感動と喜びを得られる教育
❸思考力･判断力(決断力)･表現力等を高
める教育

❶寛容な態度・思いやりの心を育てる教育
❷思いや考えを的確に伝える方法を身に付
ける教育
❸調整力･折衝力を育てる教育

❶失敗を恐れない、積極的な姿勢を育てる教育
❷学力や体力の向上に向け、努力する態度
を育てる教育
❸ICTを自在に操る技術を身に付ける教育

❶子供の可能性、創造性を育てる教育観へ
の転換
❷家庭での読書習慣の定着
❸豊かな感性を磨く、多様な体験の機会づくり
《自然体験や地域等での文化行事異年齢
交流への積極的な参加等》

❶家族内の豊かなコミュニケーション環境
づくり
《日常会話を増やす、子供の言葉に耳を傾
ける、挨拶の習慣、家庭内ルールの共通理
解 等》
❷子供の学校行事・地域行事への参加を応援

❶子供が挑戦する機会づくり
《成功は共に喜び、失敗は励ます》
❷自立への支援
《過干渉からの卒業》
❸子供の学校での活動等を応援
《促す、励ます、褒める》

❶弟子入り体験・商品開発等のキャリア教育
支援のサポート

❷茶道･華道･盆踊り、和太鼓、書写等の、
伝統文化にかかわる授業のサポート

❸プログラミング教育にかかわる取組の
サポート

❶地教推と協働し、児童･生徒の地域の中で
の異年齢交流活動のサポート
❷学園･保護者･地域住民が一体的に進める、
芝生の維持管理サポート
❸読み聞かせ、わくわく算数等の学習活動
のサポート

❶手習い塾、放課後学習等の個別学習の
サポート
❷漢字検定及び英語検定の受検サポート
❸様々な経験をもつ地域人材を活用した
授業のサポート

❶学校支援本部とともに、学園の教育活動
をサポートする地域人材の発掘
❷児童・生徒、その保護者への｢新泉太鼓｣
｢盆踊り｣等の地域の伝統的な文化の継承

❶小学生高学年、中学生の｢ホッと｣できる
｢居場所｣づくり
❷子供の多世代交流の実現
《乳幼児･高校･大学･地域の大人》
❸児童･生徒･保護者に対する地域の人 と々かかわ
り、地域社会の成り立ちや構成等についての啓発

❶｢みんなの夏まつり｣｢さざんかフェスタ｣等、
地域行事における児童･生徒たちが活躍
する機会づくり
❷塾に通わない児童･生徒の｢学ぶ場｣づくり
❸しなやかな心とたくましい体を作る体力
アップ事業の推進

目指す子ども像「３つのＣ」

｢３つのＣ｣の実現に向けて、重点とする教育

かかわる 挑戦する創造する
Create Communicate Challenge

役割1
役割2
役割3
役割4

役割1
役割2

役割3

役割4

校長が作成する学校運営に関する基本的な方針の承認を行う。
学校運営に関する事項について教育委員会または校長に対して意見を述べることができる。
学校の教職員の任用に関する事項について、任命権者に対して意見を述べることができる。
保護者や地域住民のニーズを把握し運営に反映させるとともに、学校運営状況の点検及び評価、保護者等への活動状況に係る情報提供を行う。




